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国
土
交
通
省
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
る
飲
食
店
等
を
支
援
す

る
た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
や
テ
ラ
ス
営
業
な

ど
の
た
め
の
道
路
占
用
許
可
基

準
の
緩
和
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
緩
和
措
置
の
占
用
期

間
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
９
月

30
日
ま
で
と
し
て
い
た
が
、
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
再
延
長

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
も
同
様
に
取
り
組
む
よ
う

要
請
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
７
箇
所
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
９
月
30
日

に
高
速
道
路
会
社
へ
事
業
許
可

を
行
っ
た
。

　

併
せ
て
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
４
箇
所
に

つ
い
て
準
備
段
階
調
査
に
着
手

す
る
と
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
と
中
日

本
エ
ク
シ
ス
株
式
会
社
、
Ｃ
ａ

ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｙ
株
式
会
社
は
、

新
名
神
高
速
道
路 

鈴
鹿
Ｐ
Ａ

（
上
り
、
三
重
県
鈴
鹿
市
）
の

駐
車
場
に
直
結
す
る
車
中
泊
ス

ポ
ッ
ト
「
Ｒ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

鈴
鹿
Ｐ
Ａ
」
を
、
秋
の
行
楽
シ

ー
ズ
ン
に
期
間
限
定
で
オ
ー
プ

ン
し
、
試
行
運
用
を
行
う
と
し

て
い
る
。

　

高
速
道
路
の
Ｐ
Ａ
か
ら
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
る
車
中
泊
ス
ポ

ッ
ト
の
設
置
は
、
全
国
で
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
。

　

「
Ｒ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
鈴
鹿

Ｐ
Ａ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
き
っ
か
け

に
、
密
を
避
け
な
が
ら
レ
ジ
ャ

ー
を
楽
し
め
る
車
中
泊
の
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
速
道
路
を
降
り
ず
に
車
中
泊

が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。
１
台
あ
た
り

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
確
保

し
て
お
り
、
全
長
８
ｍ
ま
で
の

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
あ
れ
ば

利
用
で
き
る
。

　

事
前
予
約
制
で
、
全
国
の
車

中
泊
ス
ポ
ッ
ト
が
予
約
可
能
な

ア
プ
リ
を
運
営
す
る
Ｃ
ａ
ｒ
ｓ

ｔ
ａ
ｙ
株
式
会
社
の
ア
プ

リ
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な

予
約
が
可
能
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
来
春
に
も
期

間
限
定
で
実
施
予
定
で
あ

り
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
あ
ら
た
め
て
発
表
す

る
と
し
て
い
る
。

《
概
要
》

◇
営
業
場
所

　

新
名
神
高
速
道
路　

鈴

鹿
Ｐ
Ａ
（
上
り
）

◇
営
業
期
間

　

令
和
４
年
10
月
７
日

（
金
）
～
11
月
27
日

（
日
）
（
Ｃ
ａ
ｒ
ｓ
ｔ

ａ
ｙ
サ
イ
ト
で
９
月
28

日
（
水
）
か
ら
予
約
受
付

中
）

◇
料
金

　

２
，
２
０
０
円
（
税

込
）
／
台

◇
利
用
可
能
車
両

　

全
長
：
８
・
０
ｍ
、
全
幅
：

３
・
５
ｍ
以
下
（
ト
レ
ー
ラ
ー

牽
引
車
は
不
可
）

◇
駐
車
台
数

　

５
台
（
１
台
あ
た
り
約
４
ｍ

×
約
８
ｍ
）

◇
利
用
時
間

　

12
：
00
～
翌
10
：
00

◇
そ
の
他
設
備

　

Ａ
Ｃ
電
源
（
１
０
０
Ｖ
、

１
５
０
０
Ｗ
ま
で
）

◇
備
考

　

火
気
厳
禁

※
商
業
施
設
内
に
は
24

時
間
使
用
可
能
な
ト
イ

レ
、
コ
ン
ビ
ニ
、
フ
ー

ド
コ
ー
ト
、
コ
イ
ン
シ

ャ
ワ
ー
（
２
０
０
円
／

９
分
）
、
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
（
２
０
０
円

／
１
回
30
分
）
、
乾
燥

機
（
１
０
０
円
／
10

分
）
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
が

あ
る
。

《
利
用
方
法
》

◇
利
用
手
順

１
．
Ｃ
ａ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ア
カ
ウ

ン
ト
を
作
成
。

※
初
期
費
用
・
月
額
料
は
無

料
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
予

約
可
能
。

２
．
「
Ｒ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
鈴

鹿
Ｐ
Ａ
」
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
、
ロ
グ
イ
ン
し
、
予
約
の
上

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
。

３
．
車
中
泊
当
日
は
予
約
後
に

通
知
し
た
暗
証
番
号
で
入
口
を

解
錠
の
上
、
Ｒ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
に
入
場
し
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。

４
．
利
用
後
は
施
錠
し
て
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
。

◇
利
用
上
の
注
意

・
「
Ｒ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
鈴
鹿

Ｐ
Ａ
」
へ
は
、

▽
新
名
神
（
上
り
）
か
ら

の
利
用
者
は
、
鈴
鹿
Ｐ
Ａ

（
上
り
）
に
直
接
ア
ク
セ

ス
▽
新
名
神
（
下
り
）
か
ら
の

利
用
者
は
、
鈴
鹿
Ｐ
Ａ
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
よ
り
一
般
道

に
一
度
流
出
し
、
再
度
鈴

鹿
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
よ

り
上
り
線
方
面
に
流
入
し

て
鈴
鹿
Ｐ
Ａ
（
上
り
）
に

ア
ク
セ
ス

・
Ｒ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
は
一

方
通
行
で
、
入
口
か
ら
進
入

し
、
出
口
か
ら
流
出
す
る
。

・
「
ぷ
ら
っ
と
パ
ー
ク
」
か
ら

は
利
用
で
き
な
い
。

【工事通行止め】
◇仙台南部道路　仙台若林JCT～仙台南IC
　10月24日（月）～11月８日（火）　各日20：00～翌５：00
◇仙台南部道路　利府JCT～富谷IC
　11月16日（水）～24日（木）　各日20：00～翌５：00
◇中部横断自動車道　六郷IC～双葉JCT
　11月7日（月）～11月９日（水）　各日20：00～翌6：00
◇中部横断自動車道　新清水JCT～富沢IC
　11月14日（月）～11月18日（金）　各日20：00～翌6：00
◇新名神高速道路　高槻IC～茨木千提寺IC
　11月1５日（火）21：00～11月16日（水）3：00
◇中国自動車道　吉川IC出入口（上下線）
　11月7日（月）～11月12日（土）　各日20：00～翌6：00
【工事規制】
◇阪神高速５号湾岸線（神戸方面）　南芦屋浜付近
　11月５日（土）6：00～11月7日（月）6：00
【リニューアル工事】
◇東名高速道路　掛川IC～袋井IC
　10月1５日（土）～令和7年８月下旬頃
◇伊勢湾岸自動車道　四日市JCT～みえ川越IC（上り）
　11月５日（土）6：00～12月９日（金）24：00

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
の
事
業
量
は
民
営

化
時
点
か
ら
約
３
倍
と
過

去
最
大
と
な
り
、
中
期
経

営
計
画
「
進
化
２
０
２
５
」
の
期
間
中
は

お
お
む
ね
同
規
模
で
推
移
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
こ
の
膨
大
な
業
務
量
に
対
応
す
る

た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
全

体
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
業
務
の
効
率
化
を
図
る

な
ど
地
に
足
を
つ
い
た
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
推
進
会
議
を
発
足

さ
せ
た
。
そ
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
の

Ｄ
Ｘ
戦
略
を
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ 

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｄ
Ｘ
ｓ
」
と
名
付
け
た
。

　

重
点
施
策
は
、
「
マ
イ
ン
ド
醸
成
」

「
基
盤
整
備
」
「
人
材
育
成
」
の
Ｄ
Ｘ
を

下
支
え
す
る
三
つ
の
基
盤
と
「
業
務
処
理

の
効
率
化
」
「
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
」
に
よ
る
効
率
化
・
高
度

化
の
二
つ
の
取
り
組
み
に
よ

る
５
本
柱
と
し
た
。
こ
の
中

で
、
特
に
最
優
先
で
実
施
す

べ
き
事
項
は
、
書
類
の
電
子

化
や
手
続
き
業
務
等
の
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
化
等
す
ぐ
に
負
荷

軽
減
を
実
感
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
に

足
の
つ
い
た
Ｄ
Ｘ
」
の
推
進
で
あ
り
、
日

常
業
務
の
効
率
化
・
自
動
化
に
資
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。
〝
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｄ
Ｘ
ｓ
〟
は
、
会
社
の
将
来
の

財
産
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
就
労
人
口

の
減
少
・
労
働
時
間
制
限
と
い
っ
た
課
題

と
と
も
に
、
構
造
物
の
老
朽
化
、
自
然
災

害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
「
業
務
処

理
の
効
率
化
」
「
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
高

度
化
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
維
持
管
理
に
必
須
と
な
る
現
場

の
損
傷
個
所
等
の
デ
ー
タ

は
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
導
入
や
計

測
車
両
の
高
度
化
と
と
も

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

実
装
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
高
性
能
な
カ
メ
ラ

の
活
用
に
よ
り
、
抽
出
か

ら
整
理
ま
で
一
元
的
な
効
率
化
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
デ
ジ
タ
ル
地
理
空
間
）
上
で
、

点
検
・
診
断
・
措
置
・
記
録
ま
で
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
デ
ー
タ
が
自
動
連
携
す
る
保
全

事
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

構
造
物
点
検
結
果
の
判
定
支
援
や
交
通
イ

ン
シ
デ
ン
ト
の
早
期
発
見
と
対
応
の
迅
速

化
、
見
逃
し
の
防
止
な
ど
高
速
道
路
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

今
後
も
、
技
術
の
進
展
状
況
を
注
視

し
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
全
体

で
、
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
効
率
化
・
高

度
化
を
推
進
し
、
進
化
し
た
高
速
道
路
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
未

来
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｄ
Ｘ
ｓ

～
地
に
足
の
つ
い
た
Ｄ
Ｘ
の
実
現
を
目
指
し
て
～

緩和措置のポイント

内容

①新型コロナウイルス感染症対策のための暫定的な営業であること 

②「3密」の回避や「新しい生活様式」の定着に対応すること 

③テイクアウト、テラス営業等のための仮設施設の設置であること 

④施設付近の清掃等に協力すること

主体

地方公共団体又は関係団体※1による一括占用※2 

※1　地元関係者の協議会、地方公共団体が支援する民間団体など 

※2　個別店舗ごとの申請はできない。 

　　 居住地の地方公共団体等に相談。

場所

道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼさない場所

※　歩道上においては、交通量が多い場所は3.5ｍ以上、その他の場

所は2ｍ以上の歩行空間の確保が必要。

※　沿道店舗前の道路にも設置可能。

占用料 免除（施設付近の清掃等に協力している場合）

占用期間 令和5年3月31日まで（令和4年9月30日までを延長）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
応
す
る

た
め
の
沿
道
飲
食
店
等
の
路
上
利
用
に
伴
う
道
路
占
用

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て

スマートインターチェンジ※1の新規事業化箇所

スマートインターチェ
ンジの名称（仮称）※2 連結位置 路線名 事業主体

新得※3 北海道上川郡新得町 北海道横断自動車道黒松内釧路線（トマムIC～十勝清水IC間）
NEXCO東日本 
（新得町）

八幡平 岩手県八幡平市 東北縦貫自動車道弘前線（松尾八幡平IC～安代IC間）
NEXCO東日本 
（八幡平市）

千代田PA 茨城県かすみがうら市 常磐自動車道（土浦北IC～千代田石岡IC間）
NEXCO東日本 

（かすみがうら市）

足利 栃木県足利市 北関東自動車道（太田桐生IC～足利IC間）
NEXCO東日本 
（足利市）

検見川・真砂 千葉県千葉市 東関東自動車道水戸線（湾岸習志野IC～千葉北IC間）
NEXCO東日本 
（千葉市）

外環八潮 埼玉県八潮市 常磐自動車道（東京外環自動車道）（草加IC～外環三郷西IC間）
NEXCO東日本 
（八潮市）

神田 滋賀県長浜市 北陸自動車道（長浜IC～米原IC間）
NEXCO中日本 
（長浜市）

スマートインターチェンジ※1の新規準備段階調査着手箇所

スマートインターチェ
ンジの名称（仮称）※2 連結位置 路線名

壬生PA 栃木県壬生町 北関東自動車道（都賀IC～壬生IC間）

屋代 長野県千曲市 関越自動車道上越線（坂城IC～長野IC間）

加計（フル化） 広島県山県郡安芸太田町 中国縦貫自動車道（千代田IC～戸河内IC間）

霧島 鹿児島県霧島市 東九州自動車道（国分IC～隼人東IC間）

※１　スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであ
り、専らETCを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジである。

※２　スマートインターチェンジの名称（加計は除く）は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者の意見等も踏まえて決定される。

※３　新得スマートIC（仮称）の事業化に合わせて、新得パーキングエリア（仮称）も事業化される。

スマートインターチェンジの高速道路会社への事業許可
および準備段階調査着手

高速道路初の車中泊スポット
「RVステーション鈴鹿PA」が

新名神 鈴鹿PA（上り）で期間限定オープン

NEXCO中日本　https://www.c-nexco.co.jp
Carstay　https://carstay.jp/ja/

利
用
イ
メ
ー
ジ

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


